
 福岡県公⽴⾼校⼊試徹底分析【理科】 
 【形式・難易度】 

 試験時間  ５０分  配点  ６０点 

 問題構成 
 ⼤問８題。物理・化学・⽣物・地学の分野ごとに⼤問２題。１は植物のつくりと分類 
 ，２は消化，３は質量保存の法則，４は化学電池，５は湿度，６は地球の⾃転・公転 
 による動き，７は光，８は⽔圧と浮⼒・圧⼒で、配点は各分野15点ずつであった。 

 令和５年度 
 (2023) 

 令和４年度 
 (2022) 

 令和３年度 
 (2021) 

 令和２年度 
 (2020) 

 平成31年度 
 (2019) 

 問題量（Ａ4で）  ９ページ分  ９ページ分  ９ページ分  ９ページ分  ９ページ分 
 ⼩問数  ３２問  ３３問  ３５問  ３１問  ３１問 
 論述問題の数  １０問  ８問  １０問  １１問  １０問 
 論述問題配点  １８点  １６点  ２１点  ２４点  ２２点 
 受験者平均点  ３７点  ３７点  ３６点  ３１点  ３１点 

 【出題の傾向と対策】 
 ① ほぼ同じ内容の記述・作図問題が数年後に出題されているので，過去問を数年分は解いてお 
  く必要がある。 

 この他に，  斜面の角度を変えた際の水平面での速さについて  （令和５年度・平成２４年度）  配線の作図  （令 

 和５年度・平成３１年度・平成１６年度）  水の上昇温度と時間の関係のグラフ  （令和５年度・平成２７年 

 度）  北極星がほとんど動かない理由  （令和２年度・平成２８年度）  浮力の大きさが変化しない理由  （令和４ 

 年度・平成２９年度）など。 

 ② 実験の考察問題を出題しているので，学校の実験や教科書を使って，実験の⽬的・結果の確 
  認をしておくことが⼤切である。 
 ③ 問題の中の数値やグラフから，答えを導く問題が出題される。そのため，数値やグラフなど 
  を必ず確認をする必要がある。 
 ④ 指定語句の使⽤が求められる。そのため，キーワードチェックをする必要がある。 



 ⑤ 作図問題が必ず出題されているので，教科書・テキストを使って作図の練習をする必要が 
  ある。 

 この他にも，天気記号・水の上昇温度のグラフ（令和５年度）マツの花粉のうの塗りつぶし・水面からの距 

 離とばねはかりの値のグラフ（令和４年度）地層の作図・等速直線運動中の垂直抗力の矢印の作図・運動エ 

 ネルギーの作図（令和３年度） 

 ⑥ 先⽣と⽣徒の会話⽂が増加しており，会話の流れから空欄を埋めていく流れになっている。 
  そのため，会話の前後や図について確認をする必要がある。 


